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A consideration on the “passing” of the former patients of Hansen's disease



























—  ——  —
　　僕はね、言って堂々と生きたいんですよ。自分は、過去にそういうことあったと〔罹患経験を〕堂々
　と言えればいいんですけど、でもこれが言えないんですよ（007 年  月 0 日に行ったインタビュー
　より）
　しかし当然、ここでひとつの疑問が生じる。そもそも退所者は、既にハンセン病を完治させてい

































—  ——  —






























　インタビューは、00 年  月以降、沖縄の退所者 9 名（男性 7 名、女性  名）に対して行ってき
た。本論文では、この内 7 名（男性  名、女性  名）のインタビューを引用する。インタビュー対
象者は以下の表の通りである。対象者の選定は、既知の対象者に新規対象者を紹介してもらい調査対
象を拡大していく、いわゆる「スノーボール式」の方法を用いている。
— 6 —— 7 —













一供奉寄り付く方無なくて、極て便 ( たより ) 無く成ぬ（暮らしに困るようになった : 引用者ちゅ）。
而る不(あいだ)、白癩(しらはだけ)（ハンセン病:引用者注）と云て病付(やまひつき)て、祖(おや)
と契りし乳母 ( めのと ) も、穢なむとて不令寄 ( よらしめ ) ず。然れば、可行 ( ゆくべ ) き方無くて、
清水･坂本の庵に行てぞ住る。其にても然る片輪者の中にも被憎 ( にくまれ ) て、三月許 ( みつき









対象者 性別 年　齢 入園／退所時期
A さん 男性 60 代後半 90 年代後半に入園し、960 年代前半に退所。
B さん 男性 故人 90 年代前半に入園し、960 年代前半に退所。その後再入園。
C さん 男性 60 代前半 90 年代後半に入園し、960 年代後半に退所。その後再入園。
D さん 男性 60 代後半 90 年代前半に入園し、960 年代前半に退所。
E さん 女性 60 代後半 90 年代前半に入園し、960 年代後半に退所。
F さん 男性 70 代前半 90 年代後半に入園し、960 年代前半に退所。
G さん 女性 80 代後半 90 年代後半に入園し、960 年代後半に退所。その後再入園。
— 6 —— 7 —
度に次ぎての多数を有し、人口の割合を以ってすれば世界第一の癩病国なり。此の事実に国家の恥辱














































　退所した時分〔A さんが退所した 960 年代前半〕に、就職しようと車の運転免許証をみせ
ると、採用されないんですよ。「現住所」の欄に沖縄愛楽園の住所があるものですから。（007











　筆者「療養所の外で、女性とお付き合いされてたとき〔970 年代から 80 年代〕、『いつかは
ハンセン病のこと言わないと』という気持ちはありました？」
　C さん「うん。そういう思いはずっとずっと心の中にありました。でも、こういったところ〔療












　後遺症を持っていると、たとえば内科的にも病気を患ったとき〔000 年代前半に A さんが
体調を崩したとき〕に一般病院に行くの、ものすごく億劫なんですよね。「治療行ってハンセン
病だったってことがばれたらどうしよう」だとかね。これが恐ろしいわけですよね。（007 年
































　〔960 年代前半に D さんが退所した際には〕僕はもう、ふるさとに帰ろうという意識はなかっ
たですね。ふるさとに帰って人の目を気にするよりはね。大都会の方で、人にまぎれて生活し
た方がいいということで。地元に戻ると、みんな知っているわけですよ。「療養所に行ってる」と。

















































—  ——  —









































































じられるのは、第  に自らの経歴を明らかにしなければならない場面であり、第  に自らの身体を
明らかにしなければならない場合である。実際にこうした時にパッシングはしばしば実践される。
　実践されるパッシングとしては、第  に都市で暮らすというものであり、第  に経歴を改編する
というものであり、第  にハンセン病以外の他の傷病で自らの身体を説明するというものであり、第
 に療養所関係者を頼るというものであり。第  のパッシングは自らの身体的特徴——罹患経験を示






































































































— 6 —— 7 —
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